
（しゃきっとプラザ２階）消費生活の
ご相談は

美幌町消費生活センター　
     72-0366 （FAXも同じ番号）
月～金曜日 10時～ 16時（年末年始・土日祝日を除く）

　スマホに大手電話会社の名前で「電話料金3万
円が未納であり、法的措置を取る」とショートメー
ルが届いた。身に覚えがないのですぐ電話をする
と、確認のため名前と生年月日を聞かれた。すると

「裁判を起こされている、回避するためには今すぐ
に未納料金を支払う必要がある」と強く言われ、

「すぐにコンビニでプリペイドカードを購入し番号
を教えるように」と指示された。 (70代 女性)

　悪質な業者は無作為にメールを送っており、個
人を特定しているわけではありません。不安になっ
た消費者からの連絡で個人情報を聞き出すのが
目的で、トラブルに巻き込む手口だと考えましょ
う。個人情報を伝えたからと言って過度に心配せ
ず、留守番電話に設定して不審な着信に対応しな
い、身に覚えがなければ一切かかわらないことで
す。一度支払ったお金を取り戻すことは困難です。
電話で「お金の話をされたら詐欺」を疑い、支払う
前に必ず家族や友人、警察などに相談しましょう。
　何かトラブルに気づいた時や、困った場合は消
費生活センターにご相談ください。

交通安全メモ

「みなさんは狙われています！！」

消費生活相談Q&Ａ

地域安全ニュース

消防だより

　マイナ保険証（健康保険証として利用登録したマイ
ナンバーカード）を活用して過去の受診歴やお薬情報
などを把握し、円滑に医療機関へ搬送するための取り
組みで、10月1日から全国一斉に始まります。
☆マイナンバーを見せるだけで以下の情報が伝わります。

町民活動課 町民活動G 　   77-6537問

9月22日（月）7：30〜8：00日

町内47か所
（詳細は、各自治会の回覧でご確認ください。）

美幌警察署  　  72-0110 問消防本部G 警防・救急担当   　73-1434問

　警察官を名乗り、現金を要求する詐欺の手口
が増加しています。SNSやビデオ通話を利用して
詐欺を行うケースもあります。

　相手が警察官を名乗っていたとしても、お金を
要求されたりSNSでやり取りをしようとしてきた
りしたら、それは偽の警察官です！すぐに相手と
のやり取りを終了させ、ご家族や警察に相談して
ください。

マイナ救急とは…

マイナ救急の流れ

マイナ救急説明動画

【運動の重点】
〇歩行者の安全な道路横断方法等の実践と反射材用
　品や明るい目立つ色の衣服等の着用促進
〇ながらスマホや飲酒運転等の根絶と夕暮れ時の早
　めのライト点灯やハイビームの活用促進
〇自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルールの理
　解・遵守の徹底とヘルメットの着用促進

　通学・通勤時間帯に合わせ、黄色い交通安全旗によ
り交通安全を呼びかける「旗の波運動」を実施しますの
で、町民皆様の参加をお願いします。

秋の全国交通安全運動 9月21日(日)～30日(火)

令和7年町内交通事故状況（7月末日現在累計）
発生件数12件（前年比+2）死者0人（前年比±0）傷者13人（前年比-1）

実施します！おはようコール「旗の波運動」
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偽警察詐欺に要注意！
～警察官がSNSで連絡 それ、詐欺です～

警察官は次のようなことは絶対にしません。
　①SNSでメッセージを送信
　②お金を振り込むよう要求
　③逮捕状をSNSやビデオ通話で見せる

被害防止ポイント

● 町民による死亡交通事故ゼロ日数 32日   
● 町内での死亡交通事故ゼロ日数 239日

マイナ救急実証事業が始まります
～もしもの時に備えて～

①傷病者が情報
　閲覧に同意する

②マイナンバー
カードを読み取る
※暗証番号の入力不要

③隊員が医療情
　報を閲覧する

④より適切な処置や
　搬送先医療機関
　の選定につながる

①傷病者が情報
　閲覧に同意する

②マイナンバー
カードを読み取る
※暗証番号の入力不要

③隊員が医療情
　報を閲覧する

④より適切な処置や
　搬送先医療機関
　の選定につながる

救急の日 『9月9日』
救急医療週間 『9月7日～9月13日』
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詐欺に関するご相談は
警察相談ダイヤル「♯9110」へ！

● 子どもファーストで環境整備に努めてほしい
● 工事期間中は、児童生徒の活動に危険が伴わず、快適な学習環境を維持しながら工事を進めてほしい
● 周辺の住環境への配慮が必要（校舎の日照や送迎車両の往来など）
● 駐車場スペースの確保のため、地下駐車場や立体駐車場の検討も必要ではないか
● 周辺の空き地を利用して、職員駐車場などのスペースを確保してはどうか
● 限られた敷地内での整備になるため、校長・教頭住宅、学校のプールは取り壊してグラウンドの面積を確保すべき
● 比較的距離の近い東陽小学校や北中学校のグラウンドの有効活用に期待したい
● 児童生徒の安全を十分に確保した中で、スクールバスを駐停車・走行することができる環境整備が必要
　（バスレーンや進入路など）
● スクールバスの台数や運行体制の精査
● サブアリーナやサブ校舎の検討も必要ではないか
● 柏の木について、樹木医も交えた検討が必要
● 柏の木をシンボルとして活用する方法を検討
● 校舎の前の大きな柏の木2本は移植が難しいため、校舎の
　配置に配慮しては（中庭のように木を囲む配置とするなど）
● 学童保育の部屋をきちんと備えるべき
● 地域の方々の避難所としての機能を備えるべき
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新しい学校づくりに向けて話し合っています
美幌町が目指す義務教育学校による小中一貫教育

　開校検討委員会では、整備予定地である美幌小学校における「新しい学校づくりに期待すること・課
題となること」をテーマに、グループワークによる意見交換を重ねています。
　今回は、これまでに出された主な意見をご紹介します。

シリーズ連載第　回4 HP 9448

ハード面（学校施設）

● 義務教育学校のメリットを活かし、単に１校にするのではなく町独自の仕組みを作って、学校教育をグレード
　アップする心構えを大切にしてほしい
● 高校や商店街などと連携した取り組みを行ってほしい
● 児童生徒の多様性を踏まえ、校内外の様々な関係者との連携強化に取り組んでほしい
● 地元愛を育てる教育を行ってほしい
● 縦割り活動や異学年交流などを通じて、児童生徒間の問題（いじめ・不登校など）の抑制に期待したい
● 教職員の働きやすい環境づくりに努めてほしい

ソフト面（学校運営）

　まち育出前講座は、職員が皆さんの集会や会合などに出向き、役場の仕事や
制度、さらには暮らしに密着したものなどをテーマとして意見交換をさせていた
だくものです。「美幌町が目指す義務教育学校による小中一貫教育」として講座
を登録しておりますので、意見交換の機会としてぜひご利用ください。

まち育出前講座をご利用ください

詳しい情報は町HPに
掲載しています。


